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緒 言

姉 の血管系には周知の通 り,肺動静脈系と気

ス ミ

竹支動静脈系とがあり,前者は帖循環を形成す

る機能血管とされており,後者は人 (休)循環

系の一部としての栄養 lrl描-,とされている｡互い

に機能を異にする二つの血管系が-/)の臓器に

併存することは,解剖学者や生理学者の注目す

るところとなり, それ等については Ruysch18)

(1732)以来多 くの研究がなされている｡

殊に近年では両者の関係は生理学者沌びに病

態生理学的~立場からも検討されており,特に長

石 ･由下(政)12)等 (1950), 巾村(降)16)(1955)

等により詳 細 に検討されている｡

-リj-,肺結核や気管技拡張症等の場合におけ

る両血管系の形態学的変化についても,Liebo-

W 7) (1949),rlt下(政)21)(1954),斉木1)(1954),

及び巾村(隆)17)(1957)等によって相次いで報告

されている♪′

叉最近,以上のような研究に対しては,犬や

家兎等の実験動物を使用して,行う場合が多 く

なりつ ゝある現状である｡

従ってそれ等の動物における気管支動静脈,

特にこれと帖 動静脈との相互関係の解明が必要

となってきている√つ併 しながら,これ等実験動

物における両 血 管系の相互関係は,人の場合の

ようには検討 されておらず,若干異った様相を

呈しているのではないかと考えるtrこの事を考

慮せず,動物実験による実験結果を,そのまゝ

人の場合に当てはめる事には,人いに問題があ

るわけである｡

そこで著者は,大,山羊及び家兎等における

気管支動静脈の形態学的研究を行い,更にこれ

と挿動静脈との相互関係についても検索 し,又



-264-

それ等の実験動物相互間及び人の場合とを夫々

比較検討した｡

先ず本篇においては犬についての研究成績を

報告する｡

第 1章 研 究 対 象

研究対象は体重0.25乃至 17.0kgの健常成犬

59頭で,生後経過月(冒)敬,体重及び性別等に

よる内訳は第 1表の通りである｡

第1表 生後経過月数,体重及び性別等からみた内訳
(犬)

墓 l2冒言月
12カ月
以 上
10.0kg
以上

Li,(:
蛋

生
旦

体

l
性

o･252T4kgi2･57 .9kg

別 l8I?l8i?

833例
926例

111 9

第2表 注 入 例 (犬)

例

敬

モ ル ト ,レ1 1 I lx
合 計

【話】 ×印は注入管腔を示す,

京大結研紀要 第7巻 第3号

第 2章 研 究 方 法

研究方法は以下述べる順序でこれを行い,そ

の内訳は第2表の通りである｡

第 1節 肺 血 管 の 潅 流

第 1項 Lock氏液による潅流

先ず健常な犬を選び,オウロパンソーダによ

る経静脈性全身麻酔を行った後,固定台上に仰

臥位に固定する｡次いで前胸壁において肋軟骨

の骨膜剥離を行い,肋間動静脈を結集切断し肋

軟骨を切除して胸骨を別除し開胸する｡

次いで,心尖部を切断して失血死させ,肺動

脈及び気管支動脈からプ二々 別個に潅流を行う｡

著者は肺血管の濯流に当っては,以下の二方

法を行っている｡

先ず肺動脈の最中枢端から,20mmHg内外

の圧で Lock氏液を注入し, 次いで左総額動

派,左鎖骨下動脈,無名動脈及び下行大動脈等

を夫々結集し,更に肋間動脈を気管支動脈の分

岐部よりも末梢で結集した後,大動脈起始部か

ら湾流する｡

この際の圧は 120mmHg内外で行い過圧を

加えぬように注意している｡

か くして肺静脈や気管支静脈から還る濯流液

中に肉眼的に血液を混じなくなるまで漂流を続

行する｡

第 2項 色素液の潅流

Lock氏液による潅流によって, 肺内の血液

が駆逐せられ,濯流液中に血液を混じな くなっ

たならば,引続いて同様の圧のもとにベル リン

青加生理的食塩水による濯流を行い,潅流液の

出入状況並びに出入量を観察する｡

第 2節 合成樹脂の注入並びに塑型標本の

観察

漂流が終ったならば,京大研究第 1法及び同

第2法15)(長石 ･長沢 ･山下)(1952)により,

気管支動脈及び肺動静脈 か ら合成樹脂を注入

し,塑型標本の作製並びに観察方法は,長沢等

15)(1952)のそれに従った｡
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第 3節 色素加ゼラチンの注入

前述の場合と同様にして濯流を行い,これに

引続いて色素加ゼラチンを注入し,肉眼的観察

を行い更に切片標本を作製して,組織学的検索

を行う｡

第4節 モルヨ ドールの血管内注入による

レ線学的検索

レ線学的検索を行う場合,前述の場合と全 く

同様にして,肺血管の濯流を行い,これに引続

き40%のモルヨ ドールを気管支動脈内に注入し

て,レ線写貢の撮影を行い,レ繰学的に検索す

る｡

第 3章 成績綜括並びに考按

第 1節 気 管 支 動 脈

第 1項 起 始 及 び 数

犬の気管支動脈の起始部の位置,本数及びこ

の組合せ等も明かにする目的で合成樹脂や色素

加ゼラチン注入標本及びモルヨ ドール注入によ

るレ線写真等によって検索すると,第 3表のよ

うにこれを8型に大別す ることができる｡即

ち,気管支動脈が右肺に分布するものと,左肺

に分布するものとで,起始部の高さに若干差違

があるので,これによって分類を行ったわけで

ある｡

第3表 各分岐型別にみた気管支動脈起始部の高

さ (犬)

合 計

第 1型とは第3表のように,右肺に分布する

気管支動脈が右第Ⅳ肋間動脈, 左肺に分布する
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ものが右第で肋間動脈よりプこ々 起るもので,気

管支動脈の起始部を確かめ得た34例中19例(55.

9%)に認められる｡

第 2型とは,第 3表のように右気管支動脈が

右第で肋間動脈,左気管支動脈が右第Ⅶ肋間動

脈より其々起るもので,34例巾5例(14.8%)に

認められる｡

第3型とは,第 3表のように右気管支動脈が

右第Ⅳ肋間動脈,左 気管支動脈が右第Ⅶ肋間動

脈より夫々起るもので,34例中4例(ll.8%)に

認められる｡

第4型とは,第 3表のように左右の気管支動

脈が右第Ⅳ肋間動脈より起るもので,34倒中2

例 (5.9%)に認められる｡

第 5型とは,第3表のように右気管支動脈が

右第Ⅶ肋間動脈,左 気管支動脈が右第で肋間動

脈より夫々起るもので,34例中1例(2.9%)に認

めれる｡

第 6型とは,第 3表のように右気管支動脈が

右第7肋間動脈,左気管支動脈が大動脈の背側

より其々起るもので,34例中1例 (2.9%)に認

められる｡

第7型とは,第3表のように右気管支動脈が

右第Ⅳ肋間動脈及び第Ⅶ肋間動脈より,左気管

支動脈が右第Ⅶ肋間動脈よりプこ々 起るもので,

34例中1例 (2.9%)に認められる｡

第8型とは,第3表のように右気管支動脈が

右第Ⅶ肋間動脈,左気管支動脈が右第Ⅶ肋間動

脈より夫々起るもので,34例中1例 (2.9%)に

認められる｡

以上のように犬の気管支動脈の起始で最も頻

度の高いものは,第 1型で右気管支動脈が右第

Ⅳ肋間動脈より,左気管支動脈が右第7肋間動

脈より其々1本宛分岐 して出るものであり,こ

れは全例の過半数を占めている｡

気管支動脈の起始部の高さを左右について比

較すると第4表のように,右気管支動脈の起始

は,右第Ⅳ及び第7肋間動脈から分岐するもの
が圧倒的に多 く31例(91.2%)に及んでいる｡ 第

Ⅳ肋間動脈及び第7肋間動脈は略々気管支分岐

部の高さに相当しているので,気管支動脈起姶

部から肺葉気管支起始部までは最短距離を通る
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ことになるわけである｡

これに対し,左気管支動脈は右気管支動脈よ

り1乃至 2肋骨低位の右肋間動脈より出ること
になる｡但 し第 5型は,右側気管支動脈が左側

気管支動脈より低位にある軌間動脈より出てお

り,叉同一肋間動脈より左側と右側とにプ々別

個の起始をもって気管支動脈が出る場合等があ

るが,このようなものは数が少いので例外的な

意味に考えてよく,原則としては,前述のよう

に左気管支動脈は右のものより起始部が低いと

考えてよろしいかと思われる｡

第4表 左右別にみた気管支動脈

起始部の高さ (犬)

起始部の高さ

右動
気
管
支脈

次に気管支動脈が肋間動脈又は大動脈より分

岐する部位を詳細に計測してみると次の通りで

ある｡通常大動脈より起った右肋間動脈は第 1

図及び第 2図のように椎体を横切って右側に向

い,前及び後胸壁にブ々分布する前後の肋間動

脈に2分岐するが,右気管支動脈は,この肋間

動脈が2分岐する部位より 0.3乃至 1.5cm,辛

均 0.9cm 中枢側に偏しており,椎体と奇静脈

との問で肋間動脈から分岐する｡

左側気管支動脈は,右側肋間動脈が大動脈よ

り分岐した直後に起る｡気管支動脈の管腔の直

径は何れも肋間動脈のそれと大差がない｡

気管支動脈の起姉部の数は左右チ々1乃至2

本であるが, 1本のものは34例中33例 (97%)

と圧倒的に多 く2本のものは 1例 (3%)しか

認められない｡

これ等の成績を従来の諸家報告と比較する

京大結研紀要 第7巻 第3号

と,気管支動脈の起始は田中19)(1953)によると

我々の場合と同様に,右側肋間動脈からの分岐

が圧倒的に多いと述べており,史に小数例なが

ら右鎖骨下動脈,内胸動脈等から起るものを認

め,又 1本の気管支動脈が2分岐するもの等を

も報告している｡又 Berry･Brailsford･Daly2)

(1932)は右第Y及び第Ⅶ肋間動脈から大多数が

出るが大動脈から直接起るものが少数例ながら

あることを報告している｡その後 Liebow･Ha-

1es･Bloomer8)(1950)等は両側とも右肋間動脈

から起ると報告している｡ 此様に多少の相違は

あっても,何れも右肋間動脈から過半数が起る

点については,何れの報告においても全 く一致

している｡

要するに,犬の気管支動脈の起姑は右肋 間動

派,大動脈,鎖骨下動脈及び内胸動脈より起る

ものと解してよいものと思う｡

次に以上に述べた犬の気管支動脈の起始及び

数と,人の肺のそれとを比較すると,人の肺の

場合では Cauldwel13) (1948)はこれを 9型に

分黙 しており,大動脈,肋間動脈,鎖骨下動脈

及び内胸動脈等から起るとを述べている｡これ

等気管支動脈の起始に関係する血管は,人の場

合も犬の場合も全 く同様となっているが,その

個 々の分岐のありかた及び好度等に就いてはか

なり異っている｡即ち,人の肺では大動脈より

分岐するものが過半数で肋間動脈よりのものよ

り多 く,且つ数も犬の場合に比べてはるかに多

くなっている｡従って犬と人との肺における気

管支動脈の数からいうと人の場合は犬の場合に

比し,はるかに気管支動脈系血管の分布が多い

ということができる｡

第 2項 分布並びに走向

Ⅰ 肺外気管支動脈

前述のようにして起好部から起った気管支動

脈は第 3図のような走向をとり,肺門部の肺葉

気管支壁に達するまでの間で,食道,肺門部の

傍気管,気管支 リンパ節,気管の下平部及び第

2次気管支起好部より中枢側の気管支に多数の

小枝を出し,それ等の部位に分布している｡

Ⅱ 肺内気管支動脈
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肺門部に達する蕃前の部分で肺内気管支動脈

は豊甜 こ吻合したのち,肺門部を中 心に放射状

に末fi用 に向っており,そuj密度は肺の末梢邦
よりも肺門醐 こ近いもの程密である｡

この様な放射状に走行する気管支動脈は女も管

支哩 ,肺動静脈嘩及びJll1i胸膜等に誰巨って走行す

る｡

A 気管支壁

捌 市葉気管支の起始郡の部位で,所属気管支

機に達 した後,第 4図のように各気管支壁を同

社纏絡しっ 気ゝ管支末梢部に達 している｡

各気管支 哩 を走る気管支動脈申,外膜 (線維

柄)を走行するものが最も太 く,次いで佃石屑

粘膜屑 の順に細 くなっている｡

気管文の分岐と気管支動脈のそれとの関係を

みると,右気管支動脈は肋間動脈より分れたの

ち肺門に達するが,その途中,各肺葉気管文へ

次々に分枝 している｡併 しながら,気管支と気

管支動脈との分岐部位は必 らずLも一定 してお

らず,気管友動脈の分岐部位が気管支分岐部の

中枢側叉は末梢側に偏っている場合が多いo左

気管支動脈は肋間動脈より起り,短い経過のの

ち, 肺門に達するが,その間の形態をみると,

樹脈状分岐を示 している｡

気管支壁の各々の層に於ける気管支動脈の走
向をみると,線維屑及び固石屑では,気管支走

向と平行に縦走するか,粘J榊.'lr,;ではこれとは反
対で,気管文の走向とは頂角万両,即ち,気管

支哩を穿通 し,粘膜層に達 しており粘 膜 層では

豊冨な networkにがみられる｡

1 軟 骨 膜

軟骨膜に分布する気管支動脈は,木管から垂

直方向に分岐 した後,各気管支軟骨の上,下縁

に沿って夫々輪状に走っている｡

2 リンパ節

肺門郡の リンパ節に分布する動脈性血竹はす

べて気管支動脈の分 岐である｡即ち,気管又は

主気管支に接しているものには,大動脈から分

岐 した直後の気管支動脈の分枝,即ち,気管支

壁に達する以前に分岐 した分枝が分布する｡

3 粘 液 腺

粘液腺に分布する気管支動脈は,気管支壁の
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中層及び外層に分布している分枝に由来するも

ので,気管支壁を垂直方向に貴通 して個 々の粧

液腺に達 しているU 犬の場合には人の場合より

も分布は粗である｡

B 肺動静脈壁

肺動静脈壁に分布する気管支動脈は,気管支

壁のそれよりも圭封まはるかに少 く,叉動脈静脈

についてその鼓を比較すると,肺動Il酎拝のもの

よりも捕静脈壁のもの ゝ方が無干少 くなってい
る｡

肺動静脈壁の気管支動脈は,第 5図のように

主として外膜を走行し,これと気管支壁に分布

するものとの問には,交通がみられる｡又肺静

脈呼の気管支動脈は胸膜下静脈に拾って分枝せ

ずに直進するものが多いo

C 肺 胸 膜

大動脈から樹脂を注入すると,肺胸膜は気管

支動脈により支配せ られていることがわかる｡

HlilJB鋸膜に分布する気管支動脈は, 肺 門部から胸

膜高下を第 6同のように末梢に向って走行する

ものである｡これは各挿葉の縦隔面に認められ

肺 門郡を亘1心として放射状に分布 している｡

第 2節 気管支静脈

気管支静脈についての従来の幸腔 トをみると,
MillerlO)ll)(1906,1947)は,気管文細沢は附lり

郡及びこれより中枢側のみに限られたものであ

り,これより血液は奇静脈又は半奇静脈を介 し

て右心に注 ぐと述べており,又 Marchand9)(1

950)は,Millerのいう気管 友静脈の外に肺内

の気管支動脈から,肺静脈に注 ぐものも叉気管

支静脈と呼ぶべきだと述べている｡ 叉両下21)(1

954)は気管支動脈を流れる血流がいかなる経路

をもって右心にかえるかを形態学的に検索し,

Millerのいう肺外で奇 静脈叉は半奇静脈に注

ぐものを帖外気管支静脈,肺内で肺静脈に注 ぐ

ものを肺内気管支静脈と名付けている｡

第 1項 分布並びに走向

大動脈から Lock氏液を用いて気管支動脈を

濯流 し,次いで濯流液に色素を混 じて,更に濯

流を続けると色素液は,肋間動静脈及び気管支
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動静脈を介して奇静脈又は半奇静脈より右心に

かえるもの 外ゝに,肺静脈を介 して左心にかえ

るものがある｡

前者即ち,右心に環るものを色素加ゼラチン

注入標本によってみると,第 2次気管支起始部

附近から起った静脈が,気管支中枢側に向って

走行したのち,肋間静脈を介 して奇静脈に交通

している｡ この静脈は気管支動脈と平行に隣接

して走行してお軒,肺門部に分布する静脈とは

明らかに区別することが出来るので,これは人

の場合の肺外気管支静脈に当るものと考えられ

る｡

次に肺内部の気管支壁,肺勤静脈及び肺胸膜

等に分布する静脈性血管についてみると,第 2

次気管支起始部から末梢部では,気管支動脈か

ら分れた毛細血管が,短い経過をとる微細な静

脈性血管となり,これが更に分布部位附近の肺

静脈の微細な分枝叉は小葉間静脈の小枝に交通

している｡

叉肺胸膜では,縦隔面において肺門部を中心

に放射状に走行する気管支動脈に隣接して平行

に走る比較的長い経路をとる静脈性血管と,肺

胸膜全面において気管支動脈枝と毛細血管を介

して交通し,更に胸膜直下の肺静脈の細枝に入

る｡ 微細な静脈性血管が認められる｡ これ等は

何れも人の場合と同様に気管支静脈と呼ぶべき

であろうと考えられるが,人や後述する山羊の

場合に比べ分布ははるかに少い｡

第 2項 分 類

人の気管支静脈は長石14)(1957)等によって第

5表のように分類せられている｡これに従って

犬の場合を分類し,人の場合と比較すると以下

の通りである｡

第5表 気管支静脈の分類 (長石 ･山下)

Ⅰ.肺外気管支静脈

- 内気管支静脈く≡≡ 二≡;萱琵

Ⅰ 肺外気管支静脈

前項に述べた第 2次気管支壁程始部附葱から
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起 り,肋間静脈を介 して奇静脈又は半奇静脈に

注 ぐものがこれに当るわけで,人の場合と同様

の結果になっている｡

Ⅰ 肺内気管支静脈

A 表在性気管支静脈長枝

肺門部を中心に放射状に走行している気管支

動脈に伴うもので,犬の場合には肺門部のみに

限定されて僅かに認められるに過ぎない｡人や

後述の山羊の場合には肺葉の辺縁部にも認めら

れているが,犬ではその部には認められない｡

従ってこの血管は人や山羊よりも分布が少いと

いえる｡

B 表在性気管支静脈短枝

この血管は犬の仝胸膜面にみられるが,人や

山羊の場合に比較すると分布ははるかに少い｡

C 深在性気管支静脈長枝

犬の肺には,人や後述する家兎の場合のよう

に,肺内部で長い経路をとった後肺静脈と交通

する血管は認められない｡

D 深在性気管支静脈短枝

肺内で広汎に分布するものが,これに当るわ

けで,気管支動脈と交通す る微細 な血管であ

る｡

第 3節 気管支動脈と気管支静脈との相

互関係

気管支動脈は肺門部の気管支壁より起り末梢

に走行するが,気管支静脈は気管支動脈に平行

して肺門に向うものは非常に少 く,全気管支壁

より起り短い経路をとって肺静脈の微細分枝又

は小葉間静脈等に流入している｡

気管支動脈は毛細血管を介 して気管支静脈と

交通して肺静脈に流入するもので,その他の交

通路は認められない｡

第 4節 気管支動静脈と肺動静脈との相

互関係

気管支動静脈と肺動静脈との相互関係につい

ては,種々の見解が述べられているが尚一致し

た意見をみない現状である｡

以下著者の成績を述べるが,先ず肺動脈及び

肺静脈の肺内分布や走行について, 後に気管支
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動静脈との相互関係を述べる方が理解し易いと

考えるので順を迫って述べる事とする｡

第 1項 肺動脈と肺静脈との相互関係

肺動脈は肺門よ り末梢で は気管支と平行し

て,よく似た分岐をなしつ 肺ゝ胸膜面に向って

走行し,次第に分岐 して細 くなり,小動脈とな

り更に細動脈となって遂に第 7図のような肺胞

をとりかこむ様な半寵状の毛細血管となってい

る｡この半寵状の毛細血管の部分は小静脈を介

して肺静脈に連なっている｡ 半寵状の部分では

毛細血管は極めて多数の網眼を有して肺胞壁の

ガス交換を行っている｡

又肺動脈は健常な肺では常に肺胞壁の毛細血

管を介して肺静脈と連なっているが Lapp̀;)(1

951)のいうように毛細血管を経ずに直接肺静脈

と交通するものや,気管支動静脈と交通するも

のは 1例も認められない｡

肺静脈が左心-の開口部で,肺静脈申-合成

樹脂を注入すると,肺動脈と晴々分岐を同じく

する肺静脈を認めるが,その他に走行の違う小

動脈を認めた｡これは気管支静脈である｡肺静

脈も気竹文静脈も肺内の血管 は有弁性ではな

い -

第 2項 気管支動静脈と肺動静脈との相

互関係

気管支動静脈と肺動静脈との相互闇係につい

ては,前述の如 く34個の標本 によって観察し

た o

著者の成績では気管支動脈の血流は申 枢側よ

り第 2次気管支壁までのところでは一旦毛細血

管となった後に肺外気管支iH/J;-舵を介して奇静脈

又は半奇静脈より右心に流入する｡ 第 2次気管

支壁より末梢では一旦毛細血管に分れた後に,

肺内気管支静脈を介して肺静脈中-流入し左心

にかへる｡

叉気管支動脈の血流が肺内気管支静脈を介し

て肺静脈に流入する部位は,健常肺では肺胞壁

毛細血管網より肺静脈側,即ち,後毛細血管部

に流入するもので,前毛細血管部に流入するも

のは1例も認められない｡ 又 Kiittner5〕(1878)

1269-

等のいうように動脈性吻合を営むもの,即ち,

肺動脈と気管支動脈 とが直接交通 しているも

のは,健常肺 では認められ ない｡ これ に対 し

Miller,Liebow,等は Ktittner等の説を否定 し

ており,肺胞壁毛細血管の静脈側部においての

み交通していると述べている｡

結 論

以上著者は健常な犬59頭について,肺血管の

濯流を行い,更に気管支並びに血管内に合成樹

脂を注入して塑型標本を作成し立体的並びに顕

微鏡的観察を行い,又血管内に色素加ゼラチン

を注入して組組学的検索を行ったり,モルヨ ド

ールを血管内に注入してレ線学的観察を行い,

気管支動静脈系,特にこれを肺動静脈系との相

互関係を検討した結果以下の結論を得た｡

1)気管支動脈は大動脈及び右肋間動脈から

起っているが,右と左とでは梢々趣きを異にし

起軒部にはかなりの変異が多い｡

2)気管支動脈の起始は8型に分類すること

ができ,そのうち,右第Ⅳ及び第V肋間動脈か

らプこ々 独立した 1本宛の枝として起る第 1型が

最も多 く55.9%の野度にみられる｡

3)第 2型とは右第7及び第Ⅶ肋間動脈から

起るもので14.8%,第 3型とは右第Ⅳ及び第Ⅶ

肋間動脈から起るもので11.8%,第 4型とは右

算Ⅳ肋間動脈から1本の独立枝として起るもの

で 5.9%,第 5型とは右第Ⅶ及び第7肋間動脈

から起り,第 6型とは右第で肋間動脈及び大動

脈から高手妾起るもので 2.9%, 第 7型とは右第

Ⅳ, 第Ⅶ及び第Ⅶ肋間動脈から起るもので 2.9

%,第 8型とは右第Ⅶ及び第Ⅶ肋間動脈から起

るもので2.9%,となっている｡

第 1型と第 5型とは共に第Ⅴ及び第Ⅵ肋間動

脈から出ているが,前者では第Ⅵ肋間動脈から

のものが右肺に,第 肋間動脈からのものは左

肺に分布 しているのに対し,第 5型では第 -7｢肋

間動脈からのものが右肺に,第Y肋間動脈のも

のが左肺に其々分布する｡ 従って左右肺に行 く

ものが上下逆になっている｡

4)気管支動脈は肺外気管支動脈と肺内気管

菜動脈とに大利せられ,肺外気管支動脈は転始
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部から肺 内の気管支に達するまでの問で,食

道,肺門部の気管,気管支 リンパ節,気管の下

半部及び第2次気管支起始部より中枢側の気管

支壁に分布する｡

これに対し肺内気管支動脈は第2次気管支起

始部より末梢の気管支壁の線維層,匝摘~層,鶴

膜層, リンパ節及び肺動静脈壁や肺胸膜等に広

く分布している｡

5)気管支壁に分布する気管支動脈は肺門部

の後面,各肺葉気管支に達する直前の部分で互

に吻合した後,個々の気管支別に分岐し,所属

の気管支の周囲を囲繰篠路しつつ気管支末梢部

に達しており,このものと肺動静脈壁に分布す

るものとの間には交通枝によって吻合 してい

るO

6)犬の気管支静脈には,胸膜面を走行する

表在性気管支静脈長枝及び同短枝,深在性気

管支静脈短枝等はあるけれども,人や家兎の場

合と違って深在性気管支静脈長枝は認められな

い｡

7)気管支動静脈問の交通は,凡て毛細血管

を介してのみ行われる｡毛細血管を介しない所

謂,動静脈間吻合は, 1例も認められない｡

京大結研紀要 第7巻 第3号

8)気管支動静脈と肺動静脈との相互関係を

みると,肺内気管支動脈からする血液は,前述

のように毛細血管を介 して気管支静脈と交通

し,更に肺静脈を経て左心に注いでいる｡ 又肺

動脈からする血液も毛細血管を介して肺静脈に

連なり左心に注いでいる｡

これに対し肺外気管支動脈からする血液は毛

細血管を介して肺外気管支静脈に交通し,軌間

静脈,奇静脈及び半奇静脈を経て右心に注いで

いる｡ 従って気管支動脈車の血液は肺外では大

循環系の経路を経て右心に入り,肺内では小循

環系の血管巾へ入り所謂,静脈血混合の因とな

り,最後に左心に注ぐことになるわけである｡

以上の諸成績でもわかるように,犬の場合の

気管支動静脈系と肺動静脈系との相互関係は,

原則的には人の場合と同様であるが師部では若

干趣きを異にしているので,このことを考慮せ

ず動物実験による実験結果を,そのま 人ゝの場

合に当てはめることには大きな問題があるわけ

である｡ これ等の評成緋 は犬における肺循環の

生理並びに病態生理学的諸問題の解明に当って

多 くの示唆を提示するものと思われる｡

(文献は第3篇末尾に記載)
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第 1図 気門文動脈の走向 (モル ヨ ドー JL,注 第 2図 気:LIYi'･支動脈の走向 (モル ヨ ドール

人後のレ線撮影)

才i節IV肋間軌脈

注入後のレ線撮影)

気管寛軌脈超k'i耶

肺外気管支動脈

第 3図 気管支動脈起始邦及び肺外気:il7支動脈

(合成樹脂塑型標木)



一､272- 京大結研紀要 第 7巻 第 3号

第 4図 気管支壁の気管支動脈 (合成樹脂塑型標本)

肺軌脈外膜上
の気管衣動脈

第 5図 気管支動脈と肺動脈との関係

(合成樹脂塑型標本)

気管支動脈

肋膜底下の
気管支動脈

第 6図 肋膜直下の気管支動脈 (合成樹脂塑型標本)
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第 7図 肺胞壁における肺動静眠間毛細血胃相

(合成樹脂塑 型標本)
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